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研究成果の概要： 日本学術振興会の科学研究費基盤研究（Ｂ）による補助金を使用して、以

下の研究を推進する事ができた。ベーリング海、北太平洋中部亜寒帯海域、北太平洋亜寒帯西

部海域および西・中部赤道太平洋海域においてセディメント・トラップを使用して得られた時

系列海洋生物源粒子フラックス試料を中心に解析を進めた。北太平洋亜寒帯海域での生物源粒

子フラックスは、ベーリング海と西部亜寒帯で高く、中部亜寒帯海域では比較的低い値を示し

た。これらのデータにより過去に計測された東部亜寒帯のアラスカ湾でのフラックスは、もっ

とも低いグルーブに位置する事も分かり、亜寒帯海域全体の生物生産レベルの掌握に寄与した。

また、生物ポンブの稼働状況の 2 海域での比較は、ベーリング海が著しく高く、中部亜寒帯海

域がそれに続くレベルで稼働している様子が分かり、CO2の大気から表層水への移動を示唆する

結果が得られた。 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

２００５年度 8,800,000       0 8,800,000 

２００６年度 3,000,000             0 3,000,000 

２００７年度 1,900,000 570,000 2,470,000 

２００８年度 1,900,000 570,000 2,470,000 

総 計 15,600,000 1,140,000 16,740,000 

 

 

研究分野：複合新領域 

科研費の分科・細目： 環境学・環境動態解析 

キーワード： セディメント・トラップ、沈降粒子フラックス、生物ポンプ、ベーリング海、

北太平洋中部亜寒帯、放散虫、珪藻、珪質ベン鞭毛藻 

 
１．研究開始当初の背景 
 現在、人類にとって地球温暖化は、大問題
である。ICPP4 の報告によると、西暦 2100に
は 2-4˚C の大気温度上昇が予測されている。
この様な背景のもとで海洋生物源粒子フラ
ックスを長期間捕捉し、分析・解析すれば、
現在の海洋表層付近での様々なプロセスの
季節変動や年変動の詳細が理解出来るはず

だ。また、未来予測には過去に起きた様々な
事象の復元が欠かせない。例えば、過去の温
暖期には何がどうして起きたのかが分かれ
ば、今後の温暖化に対処出来るかもしれない
からだ。古環境復元には、主として微化石群
集が用いられるが、セディメント・トラップ
を使用して得られるプランクトン骨格の時
系列沈降変動のキャラクティゼーションが
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必須である。 

 また、物質循環の中で、CO2 の行方をセデ

ィメント・トラップを使って考察が可能だ。 

人類が産業革命以降、主として過去 100年程

度の間に燃焼した化石燃料起源の CO2 の約

1/2が大気中 CO2（現在の濃度は約 370 ppm）

として観測されている。あとの約 1/2は海洋

によって吸収されたと考えるのが妥当であ

るが、実際にその吸収プロセスを見極めるに

は今まで時系列の試料が欠如するなどの困

難が伴ってきた。低緯度海域からの時系列デ

ータと比較することで、珪藻の卓越する高緯

度海域における長期時系列試料を用いた海

洋のバイオロジカルポンプの機能研究は、温

暖化等の地球環境変動を理解する上で重要

である。 

 
２．研究の目的 
 海洋生物源粒子の生産と沈降は、日々刻々
変化する海洋環境の詳細を記録していると
考えられる。従ってセディメント・トラップ
を使用して海洋生物源粒子フラックスを時
系列で捕捉収集すれば、海洋環境の変遷がモ
ニター出来る。また、この様な時系列フラッ
クスデータは、気候変動や物質循環を理解す
る上で極めて重要だ。本研究グループでは、
1990 年以降ベーリング海ならびに北太平洋
中部亜寒帯海域にて長期時系列セディメン
ト・トラップ沈降粒子フラックス試料を継続
収集してきた。気候変動の立場から長期的な
沈降粒子フラックス変動を考察し、更に気候
変動要素の長期的変動パラメータとの関連
の理解を深めることが重要だ。また、中部亜
寒帯海域との比較の為、JAMSETC 本多牧生博
士らの努力によって 1997-2000年に得られた
北太平洋亜寒帯西部海域の Stations KNOT, 
40˚, 50˚, および同博士により 2001-2003 年
に回収された Stations K1, K2, K3 のセディ
メント・トラップ試料のうち珪藻、珪質鞭毛
藻、レディオラリア（放散虫）フラックスに
ついての研究も推進する。更に。平成 10-14
年度に行われた文部科学省科学技術振興調
整費総合研究炭素循環に関するグロ−バルマ
ッピングとその高度化に関する国際共同研
究(研究代表者名: 川幡穂高; 分担者: 高橋
孝三)では、筆者は主として西・中部赤道太
平洋における珪質海洋プランクトンおよび
沈降粒子の試料を用いてエルニーニョ現象
の理解を深め、炭素循環理解に貢献してきた。
本研究では、これらの西・中部赤道太平洋試
料のうち珪藻、レディオラリア（放散虫）フ
ラックスについて解析を進める。 
 
３．研究の方法 
 

 ベーリング海、北太平洋中部亜寒帯海域、
北太平洋亜寒帯西部海域および西・中部赤道
太平洋海域においてセディメント・トラップ
を使用して得られた時系列海洋生物源粒子
フラックス試料が中心的な試料となる。更に、
プランクトンネットを用いて放散虫等の深
度分布を解明する。これらのフィールドから
得られた生物源沈降粒子フラックスやプラ
ンクトンネット現存量試料の分析は、主とし
て化学分析と生物群集分析がある。全フラッ
クス(Total mass flux)に付け加え、化学的
主要成分(例えば C, H, N, CaCO3, SiO2)を測
定する。また、プランクトン殻粒子生物群集
は、種レベルで顕微鏡下の計数を行いフラッ
クス（個体数・m−２d−１）を算出する。 
 
４．研究成果 
 研究成果内容は、数が多いので後述の「５．
主な発表論文等」のリストおよびそれぞれの
出版論文を参照されたい。ここでは、数ある
研究成果内容の中で一例のみを示す。北太平
洋亜寒帯海域における長期時系列フラック
ス試料中の有孔虫群集解析をして、東方から
の Alaskan Stream と西方からの Subarctic 
Current の影響の盛衰を解明した。また、珪
藻群集解析により、北極振動(AO),太平洋 10
年振動(PDO)と生物生産のリンクが見いださ
れた。 
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